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編

集

後後

記

　

二
年
に
一
度
の
所
属
委
員
会
の
改
選

に
よ
り
、
広
報
特
別
委
員
会
の
委
員
も

半
数
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
の
活
動

を
如
何
に
市
民
の
皆
様
に
、
広
く
分
か

り
易
く
伝
わ
る
か
を
考
え
「
市
議
会
だ

よ
り
」
の
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改

選
後
の
委
員
会
の
会
議
で
も
、
新
し
い

発
想
や
提
案
が
活
発
に
出
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
か
ら
、
今
回
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
一
般
質
問
ペ
ー
ジ
の

各
議
員
の
箇
所
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
追
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
等

で
ス
キ
ャ
ン
す
る
こ
と
で
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ア

ク
セ
ス
可
能
と
な
り
、
す
ぐ
に
視
聴
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
南
相
馬
市
議
会

に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
が
本
会
議

を
議
場
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

が
、
時
間
的
な
都
合
で
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
既
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
配
信
、み
な
み
そ
う
ま
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
の
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
市
民
の
皆
様
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す
た
め
に
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
、
地
震
や
台
風
等
、
災
害
や
困
難
が

続
い
て
い
ま
す
。
議
会
も
執
行
部
と
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
も
日
頃
か
ら
の
備

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

栗
村　

文
夫

６月の定例会（予定）
◦６月16日㈬
　　本会議…�会議録署名議員の指名・会期の決定・

諸般の報告・議案の提出及び説明
◦６月21日㈪・22日㈫・23日㈬
　　本会議…一般質問
◦６月24日㈭
　　本会議…議案に対する質疑、委員会付託
◦６月25日㈮
　　常任委員会…総務生活、文教福祉、建設経済
◦７月01日㈭
　　本会議…委員長報告（質疑、討論、表決）
※この日程は変更されることがあります。

　本会議は原則午前10時に開会します。議会を傍聴する際に
は、日程をご確認の上、市役所本庁舎４階までお越し下さい。
◦問い合わせ…議会事務局　☎24－5311

市議会ホームページ・議会インターネット中継をご覧下さい
　市議会のホームページには、市議会の概要や本会議情報、
議員名簿、会議録（本会議）などを掲載していますので、ご
覧ください。
　また、議会の様子を広く市民の皆さんにお知らせするた
め、本会議のインターネット中継を実施しています。イン
ターネット中継では、生中継と録画配信（本議会のおおむね
５日後）でご覧いただけます。あわせてご覧ください。

　下記のアドレスから市議会へアクセスしてみてください。
　南相馬市ホームページ

http://www.city.minamisoma.lg.jp/

　やっと議会傍聴ができる環境になり、３月議会定例会
の一般質問を半日傍聴してきました。
　入り口には、３月市議会予定表、一般質問件名表、市
長提出議案要旨、傍聴規制などが置かれてありました。
　10時開会までの間、予定表や質問件名表などを眺め
ていて気づいたのですが、本会議では、一日４名の議員
が質問に立ち、３日間行われるのです。南相馬市議は、
全部で22名。そのうち女性はたった１名です。戦後
75年を経てもなお、女性議員の占める割合が自治体で
も低く失望感が残ります。
　傍聴当日、最初の質問に立った議員は、選挙のしかた
について幾つかの事を聞いておりました。特に興味を惹
いたのは、選挙時の交通弱者についての質問でした。高
齢化が進む南相馬市で、投票所へ出向くことの難しい
有権者のために“移動投票所”の設置。“バスでの送迎”
など提案されたが、市の答弁は、いずれも「その考えは
無い」との事でした。やがて投票所にまで出向けなくな
るかも知れない身としては、何だか棄てられていくのか
なぁという寂しさがよぎりました。
　高齢者ばかりでなく、この町には声に出すこともでき
ないでいる人が結構多いのではないかと思います。現実
には、言っても仕方がないからと諦めている人もいます。
こんなことは自分の努力が足りないから言えないという
人もいます。かつて自己責任論が国中を吹き荒れて、も
の言えぬ人々を生み出した事が尾を引いているようにも
思えます。
　議員のみな様、役所で働いておられるみな様。声を上
げられないでいる人が、一人でも少なくなるような南相
馬市になるよう、力を注いでください。そのような町に
なるように市民の一人として可能な限り頑張りますから。

傍聴初心者が
見た・感じた市議会
（原町区／市民Mさん）

○�請願・陳情の提出をされる方へ：次回の６月定例会におい
ては、６月９日㈬午後４時までに提出してください。
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南相馬市の新型コロナウイルス南相馬市の新型コロナウイルス
ワクチン接種についてワクチン接種について

　集団接種場所については、以下を想定しております。
　小高区：浮舟文化会館、鹿島区：鹿島体育館、原町区：南相馬市スポーツセンター（７月以降は小川町体育館）

　１人につき２回（２回目の接種は、１回目の接種から３～４週間後になります）

①簡易体温測定・手指消毒 → ②受付番号受領（待合場所で待機） → ③受付（本人確認・予診票確認・体温測定） 
→ ④問診（医師による接種判断） → ⑤ワクチン接種 → ⑥接種済証受領 → ⑦経過観察（15 ～ 30 分）
※接種券、予診票、本人確認書類（マイナンバーカード・運転免許証・健康保険証などいずれか）を忘れず

に持参してください。
※肩のあたりに注射するため、肩を出しやすい服装でお越しください。

〇南相馬市では、個人ごとに接種会場・日時を指定します。
　接種券等は、接種会場・日時の指定通知とともに、順次発送します。
〇５月１０日の週に接種を受けていただく方には、４月２３日に接種券を発送します。
　（５月１７日の週以降の方には、順次発送します）
〇指定日時で都合がつかない方は、同じ週の別の日時に変更が可能です。接種券が届いた後、接種希望日

の２日前までに、コールセンターで日時の変更をしてください。

〇クラスター防止等の観点から、高齢者施設の入所者から接種を開始します。（4/24 ～巡回接種）
〇高齢者施設入所者以外の高齢者は、５月１０日から集団接種を実施します。
〇集団接種は、各区を地区単位でグループ分けして実施します。具体的な割り振りは、市が発行する５月

１日のチラシでお知らせします。
〇集団接種を行う日時は、毎週月～土曜日の１３～１８時（経過観察時間含む）となります。

優先順位 区　　　分 実施主体 接種方法 対象人数

１ 医療従事者 医師会 個別接種（各病院） 約2,000人

２ ６５歳以上（高齢者施設等入所者含む） 南相馬市 集団接種及び巡回接種 約22,000人

３ 基礎疾患を持つ人 南相馬市
及び医師会

集団接種及び個別接種
※1 約30,000人４ 上記１～３以外（16歳未満は対象外）

４月 ５月 ６月 ７月

１　優先順位等

３　接種場所（高齢者 (65 歳以上 )の場合）

２　ワクチン接種のスケジュール（高齢者（65歳以上）の場合）

４　接種回数

８　接種の流れ（集団接種の場合）

７　接種にかかる時間（集団接種の場合）　　45 分～１時間程度

５　接種費用　　無　料
６　接種券等の発送と接種日時指定

※１　優先順位３と４については、基本的に集団接種としつつ、個別接種の併用についても今後検討していく。

厚生労働省　新型コロナワクチンについてのQ&Aから抜粋

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

１　ワクチン、予防接種とは何ですか。

２　副反応にはどのようなものがありますか。

３　アナフィラキシーではどのような症状が出ますか。治療法はありますか。

４　ワクチンを接種した後も、マスクは必要ですか。

５　ワクチンを受けるのに注意が必要なのはどのような人ですか。

南相馬市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター
電話番号：０５７０－７８３－０４５
受付時間：９時から１８時まで（土・日・祝日も受付）

　一般に、感染症にかかると、原因となる病原体（ウイルスや細菌など）に
対する「免疫」（抵抗力）ができます。免疫ができることで、その感染症に再びかかりにくくなっ
たり、かかっても症状が軽くなったりするようになります。
　予防接種とは、このような体の仕組みを使って病気に対する免疫をつけたり、免疫を強くする
ために、ワクチンを接種することをいいます。

　ファイザー社のワクチンでは、接種後に注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み、
寒気、下痢、発熱等がみられることがあります。こうした症状の大部分は、接種後数日以内に回
復しています。また、海外で、まれな頻度でアナフィラキシー（急性のアレルギー反応）が発生
したことが報告されています。

　薬や食物が身体に入ってから、短時間で起きることのあるアレルギー反応です。
　じんま疹などの皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症状、息苦しさなどの呼吸器症状が急にお
こります。血圧低下や意識レベルの低下（呼びかけに反応しない）を伴う場合を、アナフィラキシー
ショックと呼びます。
　接種後にもしアナフィラキシーが起こっても、すぐに対応が可能なよう、予防接種の接種会場
や医療機関では、医薬品などの準備をしています。

　ワクチンを受けた方は、新型コロナウイルス感染症の発症を予防できると期待されていますが、
ワクチンを受けた方から他人への感染をどの程度予防できるかはまだ分かっていません。また、
ワクチン接種が徐々に進んでいく段階では、すぐに多くの方が予防接種を受けられるわけではな
く、ワクチンを受けた方も受けていない方も、共に社会生活を営んでいくことになります。
　このため、引き続き、皆さまに感染予防対策を継続していただくようお願いします。 具体的に
は、「３つの密」の回避、マスクの着用、石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消
毒の励行などをお願いします。

　一般に、以下の方は、ワクチンを受けるに当たって注意が必要です。ご自身が当てはまると思
われる方は、ワクチンを受けても良いか、かかりつけ医にご相談ください。
・過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方
・心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある方
・過去に予防接種を受けて、接種後 2 日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われる

症状がでた方
・過去にけいれんを起こしたことがある方
・ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある方。また、

新型コロナワクチンは筋肉内に注射することから、抗凝固療法を受け
ている人、血小板減少症または凝固障害のある方は、接種後の出血に
注意が必要とされています。

【巡回接種】 高齢者施設入所者

【集団接種】【集団接種】 高齢者（施設以外）5/10 ～

（１回目：4/24.25、２回目：5/15.16）（１回目：4/24.25、２回目：5/15.16）
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市
民
の
方
々
が
手

話
を
言
語
の
よ
う
に
使
え
、
聴

覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て

の
理
解
な
ど
、
時
間
が
か
か
る

と
し
て
も
、
啓
発
活
動
や
手
話

を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
民

が
理
解
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る
た
め
の
施
策
に
関

し
、ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
。
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づ
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サ
ー
ク
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し
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そ
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い
っ
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を
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て
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ま
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学
校
な
ど

で
手
話
を
取
り
入
れ
て
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た
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く
よ
う
な
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願
い
等
を
行
っ
て

い
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。
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審
査
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定
例
会

定
例
会

令和令和３３年年３３月議会月議会

令和３年度　南相馬市一般会計当初予算の規模

通常事業

298億円

震災関連事業
（東日本大震災対策費・原子力災害
対策費・災害復旧費など）

155億円

１
４
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円

１
７
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円

８
９
億
円

２
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円

９
億
円

３
１
億
円

１
１
３
億
円

　３月議会は3月 3日から 26日までの24日間開催され、条例13件、予算関係25件、そ　３月議会は3月 3日から 26日までの24日間開催され、条例13件、予算関係25件、そ
の他3件の議案41件、報告1件、追加議案として人事案件5件、令和3年度一般会計補正の他3件の議案41件、報告1件、追加議案として人事案件5件、令和3年度一般会計補正
予算1件を審議し、原案通り可決しました。予算1件を審議し、原案通り可決しました。

４５３億２，１６３万１千円
前年度比　94億円減（▲17.1％）
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収
な
ど
）

財
政
調
整
・
減
債
基
金
繰
入
金

震
災
復
興
特
別
交
付
税

復
旧
・
復
興
基
金
、

み
ら
い
夢
基
金
繰
入
金

み
ら
い
へ
つ
な
ぐ

復
興
基
金
繰
入
金

み
ら
い
へ
つ
な
ぐ

復
興
基
金
繰
入
金

予
算
規
模

財
源
構
成

歳
　
　
出

予
算
審
査

一
般
会
計
予
算

雲
雀
ヶ
原
陸
上
競
技
場
改
修
事

業　
　
　
　

１
億
３
千
752
万
円

【
事
業
内
容
】

　

市
民
の
使
用
に
供
す
る
陸
上

競
技
場
に
つ
い
て
、
第
３
種
公

認
を
得
る
た
め
に
改
修
を
行
う
。

質　

疑　

陸
上
競
技
場
に
つ
い

て
は
底
地
問
題
が
あ
り
、
買
い

取
っ
て
本
腰
を
入
れ
て
、
地
域

に
貢
献
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
基
本
に
置
い
て
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
か
。

答　

弁　

施
設
が
第
３
種
公
認

を
得
る
た
め
に
改
造
が
絶
対
的

に
必
要
な
も
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
波
う
っ
て
い
る
部
分
も
若

干
あ
り
そ
の
対
応
で
あ
る
。
市

の
施
設
は
市
有
地
に
あ
る
と
い

う
の
が
、
公
共
施
設
と
し
て
当

然
と
認
識
し
て
お
り
、
過
去
に

も
地
権
者
と
交
渉
を
重
ね
た
経

過
が
あ
る
。
改
め
て
地
権
者
と

話
し
合
い
を
し
て
、
売
買
の
考

え
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業615

万
円

【
事
業
内
容
】

　

不
妊
治
療
等
に
係
る
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
不
妊
症
の
検
査
料
、
不
妊

治
療
、
不
育
症
の
治
療
費
の
一

部
助
成
を
実
施
す
る
。

質　

疑　

国
で
は
、
こ
れ
ま
で

１
回
目
が
30
万
円
、
２
回
目
以

降
15
万
円
で
、
助
成
回
数
が

最
大
６
回
ま
で
、
所
得
制
限
は

730
万
円
未
満
で
あ
っ
た
が
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
２
回
目
以
降

は
30
万
円
ま
で
に
拡
充
さ
れ
る

な
ど
、
助
成
金
が
拡
大
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。
市
で
は
、
国
の

拡
充
に
追
随
し
て
２
回
目
以
降

前年度比　▲10億円
（▲3.2％）

前年度比　▲84億円
（▲35.1％）

大
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
事
業
費　
　
　
　

599
万
円

【
事
業
内
容
】

　

地
域
住
民
相
互
の
交
流
の
活

性
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

を
図
る
た
め
、
大
町
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
行
う
。

南
相
馬
市
太
陽
光
発
電
設
備
の

適
正
な
設
置
等
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

【
概
要
】

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
な
ど
の
推
進
に
関
し
て
、

自
然
環
境
、
良
好
な
景
観
及
び

生
活
環
境
の
保
全
並
び
に
災
害

の
防
止
を
図
る
た
め
の
条
例
。

質　

疑　

廃
止
等
で
廃
棄
の
時

の
積
み
立
て
が
、
努
力
義
務
的

な
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
厳

格
な
内
容
に
し
な
い
と
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
逃
げ
る
こ
と
を

防
げ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

令
和
２
年
６
月
の

再
エ
ネ
特
措
法
の
改
正
に
よ

南
相
馬
市
手
話
言
語
の
普
及
及

び
障
が
い
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
条
例
制
定
に
つ

い
て

【
概
要
】

　

手
話
を
言
語
と
し
て
位
置
づ

け
、
市
民
等
に
対
す
る
手
話
へ

の
理
解
促
進
や
普
及
を
図
る
と

と
も
に
、
手
話
以
外
の
広
く
障

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
へ
の
理
解

を
促
進
し
、
全
て
の
市
民
が
共

に
生
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
市
の
責
務
、
市
民
・

事
業
者
の
役
割
、
手
話
を
学
ぶ

機
会
の
確
保
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
者
の
養
成
、
災
害

時
の
対
応
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

条
例
を
新
た
に
制
定
す
る
。

質　

疑　

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
を
毎
年
300
万
円
ほ
ど
の

予
算
を
か
け
て
維
持
し
て
い
く

必
要
性
の
承
認
を
得
る
た
め
に

も
、
燃
料
費
の
低
減
に
向
け
た

取
組
が
必
要
で
あ
り
、木
質
チ
ッ

プ
の
放
射
線
測
定
を
１
回
だ
け

で
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
い
つ
使
え
る
か
の

模
索
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
考

え
を
伺
う
。

答　

弁　

木
質
チ
ッ
プ
の
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
ベ
ク
レ

ル
数
の
基
準
も
あ
り
、
そ
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
市
内
や
近
い

と
こ
ろ
か
ら
の
材
料
が
使
え
る

状
態
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も

使
う
と
い
う
形
で
進
め
て
い
き

た
い
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

大町地域交流センター

市職員の手話講習

真野右田海老太陽光発電所

条
例
審
査

も
拡
充
し
て
い
く
考
え
か
伺
う
。

答　

弁　

国
・
県
の
制
度
に
基

づ
い
て
助
成
さ
れ
る
特
定
不
妊

治
療
費
に
つ
い
て
、
今
般
改
正

が
あ
っ
た
。
初
回
が
30
万
円
で

２
回
目
以
降
も
30
万
円
だ
が
、

市
の
制
度
で
は
、今
ま
で
同
様
、

初
回
30
万
円
、
２
回
目
以
降
は

15
万
円
と
い
う
設
定
を
し
て
い

る
。
今
後
の
申
請
状
況
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度

か
ら
保
険
適
用
と
な
る
こ
と
か

ら
、
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雲雀ヶ原陸上競技場

り
、
事
業
用
の
太
陽
光
発
電
は

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
い
取
り
期
間
20
年
の

う
ち
終
了
前
10
年
に
お
い
て
、

廃
棄
費
用
を
源
泉
徴
収
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
り
確
実
な
廃
棄
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
源
泉
徴
収
す
る
こ

と
で
確
実
に
担
保
を
取
れ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。
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人
事
関
係　

委
員
会
提
出
議
案　

請
願　

補
正
予
算
の
概
要

一 般 質 問一 般 質 問

答　

令
和
元
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
送
迎
い
た

だ
い
た
事
業
者
と
、
次
期

選
挙
に
向
け
た
送
迎
タ
ク

シ
ー
の
在
り
方
な
ど
、
今

現
在
話
を
し
て
い
る
。
送

迎
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は

一
つ
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

問　

ワ
ゴ
ン
車
や
バ
ス
を

使
っ
た
移
動
期
日
前
投
票

所
を
開
設
す
る
自
治
体
が

増
え
て
来
て
い
る
。
本
市

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

利
便
性
が
期
待
さ
れ

る
一
方
、
幾
つ
か
の
課
題

が
あ
る
。
万
全
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
、
移
動
車
両
が

時
間
ど
お
り
に
到
着
で
き
、

開
始
時
間
に
間
に
合
う
か

と
い
う
道
路
事
情
の
リ
ス

ク
、
帰
り
の
際
、
投
じ
た

票
の
安
全
確
保
等
、
こ
れ

ら
が
ク
リ
ア
で
き
る
か
、

今
、
先
行
自
治
体
の
事
例

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。

年
で
２
学
級
の
国
語
と
算

数
を
学
級
担
任
が
分
担
し

て
指
導
し
た
り
、
外
国
語

担
当
教
員
が
近
隣
３
校
の

外
国
語
を
指
導
す
る
な
ど
、

教
科
指
導
の
専
門
性
を
生

か
し
た
き
め
細
か
な
指
導

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
国
や
県
か
ら
示

さ
れ
る
情
報
を
注
視
し
な

が
ら
、
教
科
担
任
制
の
導

入
の
準
備
を
進
め
る
。

問　

保
護
者
へ
の
対
応
と

し
て
教
科
担
任
制
に
な
る

具
体
的
な
見
通
し
と
と
も

に
、
こ
の
仕
組
み
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
や
課
題
点
な
ど
も
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

答　

保
護
者

の
方
の
理
解

を
得
な
い
と

成
果
が
上
が

ら
な
い
。
各

学
校
で
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
や

学
校
だ
よ
り

等
を
通
し
て
教
科
担
任
制

の
メ
リ
ッ
ト
、
懸
念
さ
れ

る
問
題
等
を
、
説
明
す
る

と
と
も
に
授
業
参
観
や
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学

校
だ
よ
り
等
を
通
し
て
状

況
を
お
知
ら
せ
し
、
保
護

者
の
方
の
理
解
を
得
な
が

ら
効
果
的
な
教
育
活
動
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
取
組
ん

で
い
く
。

問　

投
票
立
会
人
の
な
り

手
不
足
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

コ
ロ
ナ
禍
で
確
保
が
困
難

に
な
る
と
考
え
る
が
、
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
３
年
度
の
早
い

時
期
に
公
募
し
、
確
保
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
市

内
の
学
校
等
に
対
し
て
18

歳
に
な
っ
た
生
徒
を
含
む

若
年
層
に
対
す
る
立
会
人

の
登
録
の
お
願
い
、
市
内

の
各
事
業
所
へ
従
業
員
の

協
力
の
お
願
い
な
ど
を
行

い
、
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　

投
票
環
境
の
向
上
と

し
て
、
タ
ク
シ
ー
で
の
送

迎
や
巡
回
型
バ
ス
の
運
行

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
取
組
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
費

用
は
、
国
政
選
挙
で
は
全

額
、
地
方
選
挙
で
は
１
／

2
が
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
。

ぜ
ひ
活
用
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
こ
の
移
動
支
援

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

中
教
審
は
２
０
２
１

年
１
月
26
日
、
小
中
高

校
の
教
育
の
在
り
方
に
関

す
る
答
申
を
取
り
ま
と
め

て
い
ま
す
。
小
学
校
５
・

６
年
生
で
専
門
の
教
員
が

教
え
る
教
科
担
任
制
を

２
０
２
２
年
度
め
ど
に
本

格
導
入
す
る
と
明
記
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
本
市
に
お

け
る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
市
で
は
理
科
や
音

楽
な
ど
の
教
科
を
、
教
頭

や
教
務
主
任
ま
た
は
実
技

を
専
門
と
す
る
教
諭
等
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

規
模
等
に
応
じ
て
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の

学
校
に
お
い
て
は
同
じ
学

コ
ロ
ナ
禍
で
の

コ
ロ
ナ
禍
で
の

選
挙
執
行
体
制
は
？

選
挙
執
行
体
制
は
？

教
科
担
任
制
の

教
科
担
任
制
の

導
入
に
つ
い
て

導
入
に
つ
い
て

栗村 文夫 議員

渡部 一夫 議員

そ
の
他
の
質
問

❶�

投
票
所
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て

❷�

開
票
所
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て

❸�

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
の
体
制
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶�

会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て

❷�

原
発
事
故
か
ら
10
年
に

つ
い
て

❸�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

に
つ
い
て

質問を終えて

　移動が困難な方への支
援として、移動期日前投
票所や送迎バス等の体制
を構築すべきだ。

質問を終えて

　一般質問には執行部の
聞取りがあり、その大前
提は相互信頼にあると
思っています。

一
般
質
問

ポータル 

 
① 3 栗村文夫議員 

 
② 13 渡部一夫議員 

 
③ 6 岡﨑義典議員 

 
④ 19 志賀稔宗議員 

 
 
 
 
 

投票所の風景

小高小学校

　

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願
に
つ
い
て

【
請
願
内
容
】

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、
毎
年

年
率
３
％
程
度
を
目
途
に
引
き

上
げ
を
図
る
こ
と
。

【
請
願
者
氏
名
】

　

南
相
馬
市
原
町
区

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　

福
島
県
連
合
会

　

原
町
地
区
連
合

　
　
　
　

議
長　

酒
井　
　

潤

　

審
査
の
結
果
、
採
択
。

請
　
　
　
願

○
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
和
田
博
行（
原
町
区
）再
任

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

金
子
ま
ゆ
み（
原
町
区
）新
任

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

飯
塚　
　

宏（
小
高
区
）新
任

　

泉　
　

邦
子（
小
高
区
）再
任

　

山
内
登
志
子（
小
高
区
）再
任

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

委
員
会
提
出
議
案

　

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

　

福
島
県
最
低
賃
金
は
、
毎
年

年
率
３
％
程
度
を
目
途
に
引
上

げ
を
図
る
こ
と
。

【
提
出
委
員
会
】

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

　

南
相
馬
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
制
定
に

つ
い
て

【
提
案
理
由
】

　

標
準
会
議
規
則
の
改
正
に
伴

い
、
欠
席
の
届
出
関
係
並
び
に

請
願
書
及
び
陳
情
書
へ
の
押
印

関
係
の
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

【
提
出
委
員
会
】

　

議
会
運
営
委
員
会

　

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
。

６６８億円１，４１８万円（5億3,260万円増）

４５６億円６，４９４万円（3億4,331万円増）

　新型コロナウイルス感染症対策への対応など、緊急に対応すべき予算を計上するとともに、事業
計画の見直しに伴う事業費の調整など事業の進捗に基づく予算の整理として補正額 5 億 3,260 万円
を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 668 億 1,418 万円となった。

　新型コロナウイルスワクチン接種への対応について、緊急に対応すべき予算として補正額 3 億
4,331 万円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 456 億 6,494 万円となった。

令和令和２２年度年度３３月補正予算月補正予算

令和令和３３年度補正予算年度補正予算ポータル 

 
① 3 栗村文夫議員 

 
② 13 渡部一夫議員 

 
③ 6 岡﨑義典議員 

 
④ 19 志賀稔宗議員 

 
 
 
 
 

タイトル下のQRコードを読み取ると、質問者の動画
を視聴できます。（６月上旬まで視聴可）

人
事
関
係
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質問を終えて

　製造・宿泊・飲食業な
ど地元企業へ経済波及す
るように、これからも提
案して参ります。

端
分
野
だ
け
で
な
く
地
域

産
業
や
飲
食
、
宿
泊
業
を

含
む
地
元
企
業
が
参
画
で

き
る
よ
う
に
進
出
企
業
と

の
連
携
を
公
益
的
に
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

企
業
誘
致
に
よ
る
経

済
効
果
を
市
内
全
域
に
波

及
さ
せ
、
地
元
企
業
が
全

体
的
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

直
近
３
ケ
年
で
、
本

市
進
出
企
業
14
社
、
雇
用

人
数
約
140
人
、
投
資
総
額

約
106
億
円
に
上
り
、
雇

用
、
経
済
波
及
で
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
理
解
し

て
い
る
。
ま
た
、
立
地
協

定
の
中
で
、
誘
致
企
業
の

事
業
活
動
に
、
市
内
企
業

と
の
協
力
、
受
注
機
会
の

創
出
と
定
め
、
地
域
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

て
ま
い
り
た
い
。

問　

６
次
産
業
化
は
、
農

家
の
収
益
を
上
げ
る
手
段

と
し
て
有
効
で
あ
る
。
試

作
品
や
、
小
ロ
ッ
ト
の
製

品
を
作
る
こ
と
が
で
き
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共

の
施
設
の
整
備
な
ど
、
気

軽
に
食
品
加
工
に
取
り
組

め
る
環
境
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

一
口
に
農
産
物
の
加

工
と
言
っ
て
も
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
加
工
工
程
や

機
械
設
備
に
は
様
々
な
種

類
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
誰

も
が
利
用
で
き
る
公
共
の

施
設
と
し
て
市
が
整
備
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
市
内

に
は
食
品
加
工
用
の
機
械

を
所
有
し
て
い
る
事
業
者

等
が
い
る
こ
と
か
ら
、
加

工
を
希
望
す
る
方
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問　

地
元
企
業
の
福
島
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
利
用
促
進
に
向
け
、
使

用
料
補
助
な
ど
の
支
援
策

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

答　

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開

発
に
は
様
々
な
経
費
が
必

要
で
あ
る
。
現
時
点
で
実

証
実
施
な
ど
に
助
成
は
し

て
い
る
が
、
県
や
福
島
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
推
進
機
構
な
ど
関

連
機
関
と
連
携
し
、
研
究

開
発
が
よ
り
進
む
支
援
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
。

問　

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
開
所
か

ら
２
年
半
で
、
約
３
万
５

千
人
が
実
験
な
ど
で
訪
れ

て
い
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

直
接
関
わ
ら
な
い
飲
食
・

宿
泊
業
な
ど
地
元
企
業
と

の
協
業
は
重
要
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

国
は
、
産
業
発
展
の

青
写
真
と
し
て
、
地
元
企

業
が
主
役
と
な
り
、
最
先

問　

３
世
代
同
居
・
近
居

は
、
世
帯
収
入
を
上
げ
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
孤

立
化
を
防
ぐ
な
ど
、
世
代

ご
と
に
様
々
な
効
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

も
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

３
世
代
同
居
や
親
世

代
と
の
近
居
は
、「
100
年

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
つ

の
姿
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
地
域
の
担
い
手
と
な

る
若
い
世
代
の
本
市
へ
の

定
住
促
進
と
、
世
代
間
支

え
合
い
の
環
境
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
多
世
代
同

居
や
近
居
で
の
住
宅
を
取

得
す
る
若
者
等
世
代
に
対

し
て
、
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
る
。
本
事
業
は
若
者

が
Ｕ
タ
ー
ン
で
市
内
に
戻

り
、
親
と
同
居
あ
る
い
は

近
居
す
る
た
め
の
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後

も
こ
う
し
た
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
様
々
な

推
進
策
に
つ
い
て
検
討
し

大場 裕朗 議員

高橋 　真 議員

そ
の
他
の
質
問

❶�

産
業
政
策
、
東
京
支
所

の
成
果
に
つ
い
て

❷�

少
子
化
対
策
、
Ａ
Ｉ
婚

活
支
援
事
業
に
つ
い
て

❸�

成
人
式
の
延
長
に
よ
る

影
響
、
配
慮
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶�

農
業
の
担
い
手
育
成
に

つ
い
て

❷�

高
齢
者
の
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

❸�

学
校
に
お
け
る
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

福島ロボットテストフィールド

一
般
質
問

一
般
質
問

答　

高
度
急
性
期
医
療
か

ら
在
宅
医
療
、
介
護
ま
で

の
医
療
提
供
体
制
の
整
備

に
向
け
て
、
医
師
会
と
も

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
者
は
１
日
ベ
ッ

ド
で
寝
て
い
る
と
１
年
老

化
が
進
む
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
入
院
自
体
が
リ
ス
ク

に
な
る
。
一
方
、
自
宅
に

戻
る
と
栄
養
状
態
が
悪
く

な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
環

境
整
備
を
進
め
な
が
ら
、

在
宅
医
療
に
関
す
る
意
識

や
理
解
の
醸
成
が
同
時
に

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

県
の
地
域
医
療
構
想

で
も
、
地
域
が
目
指
す
医

療
・
介
護
の
姿
と
し
て
、

医
療
を
提
供
す
る
立
場
と

受
け
る
立
場
の
双
方
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市

民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う

推
進
し
た
い
。

討
し
て
い
る
。
今
後
県
が

市
町
村
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
立
地
場
所
を
国
へ
提

案
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

小
高
区
が
最
適
地
と

場
所
を
示
し
官
民
挙
げ
て

市
民
総
ぐ
る
み
情
報
発
信

に
方
針
転
換
す
べ
き
で
は
。

答　

熱
い
思
い
は
あ
る
が

国
で
内
容
検
討
段
階
で
あ

り
、
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
様
々
な
調
整
案
件
等
を

調
査
し
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
等
で
住
居

に
困
窮
す
る
人
へ
の
支
援

策
と
し
て
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
活
用

し
市
営
住
宅
等
へ
引
越
さ

な
く
て
も
家
賃
を
低
額
に

で
き
る
よ
う
に
選
択
肢
を

増
や
す
べ
き
で
は
。

答　

現
在
専
用
住
宅
の
登

録
が
な
い
が
制
度
周
知
に

努
め
住
宅
確
保
要
配
慮
者

の
住
ま
い
確
保
を
進
め
る
。

問　

福
島
県
地
域
医
療
構

想
で
、
在
宅
医
療
の
提
供

体
制
が
他
地
域
と
比
較
し

て
極
端
に
低
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
在
宅
医
療

に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

答　

医
療
従
事
者
の
確
保

と
併
せ
て
、
医
師
、
歯
科

医
、
薬
剤
師
、
看
護
師
な

ど
医
療
従
事
者
の
更
な
る

連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

大
切
な
の
は
年
を
取
っ

て
も
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
こ
と
。
令
和
元
年

度
の
高
齢
者
白
書
で
、
60

歳
以
上
の
人
に
最
期
を
迎

え
た
い
場
所
は
ど
こ
か
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
51
％
が

自
宅
と
答
え
た
。
し
か

し
、
実
際
は
病
院
で
亡
く

な
る
方
が
８
割
で
自
宅
は

１
割
。
今
後
、
高
齢
者
の

み
世
帯
や
高
齢
単
身
世
帯

の
方
も
自
宅
で
の
療
養
が

予
想
さ
れ
る
中
、
市
と
医

師
会
が
施
策
と
し
て
在
宅

医
療
を
進
め
る
こ
と
が
肝

心
で
は
な
い
か
。

問　

国
際
教
育
研
究
拠
点

の
整
備
は
都
市
づ
く
り
の

発
想
が
必
要
で
あ
る
。
筑

波
や
け
い
は
ん
な
学
研
都

市
に
な
ら
い
東
北
の
学
研

都
市
と
位
置
づ
け
た
構
想

に
立
ち
国
県
に
提
案
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

全
世
界
か
ら
研
究
者

が
集
う
浜
通
り
の
大
き
な

復
興
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る

ま
さ
に
地
域
づ
く
り
の
拠

点
に
な
る
と
認
識
す
る
。

成
果
が
福
島
県
、
東
北
の

復
興
に
一
番
効
果
の
あ
る

内
容
、
場
所
に
す
べ
き
と

提
案
し
て
い
る
。

問　
「
東
北
の
学
研
都
市
」

と
な
れ
ば
必
然
的
に
原
発

の
北
側
に
立
地
さ
れ
る
事

で
波
及
効
果
は
最
大
と
な

る
。
大
学
と
の
連
携
、
産

業
集
積
、
都
市
機
能
等
総

合
的
に
見
て
本
市
小
高
区

が
最
適
地
で
あ
る
が
市
の

取
組
み
と
見
通
し
は
。

答　

小
高
区
内
の
設
置
に

む
け
情
報
収
集
、
協
議
検

岡㟢 義典 議員

志賀 稔宗 議員

そ
の
他
の
質
問

❶�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て

❷�

地
域
医
療
連
携
に
つ

い
て

❸�

300
床
の
稼
働
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

未
実
施
者
の
救
済
を

❷�

JR
の
利
便
性
向
上
と
乗

車
券
売
機
等
の
設
置
を

❸�

日
本
弁
理
士
会
と
の
連

携
協
定
に
よ
る
振
興
を

質問を終えて

　東北を代表する福島の「南相
馬学研都市」は実現可能！！今
が正念場、官民挙げた情報発信
を。

質問を終えて

　移住・定住の促進と並行し、各
世代が互いに支えあう地域づくり
が必要である。

質問を終えて

　在宅医療の部署がはっ
きりしない。体制を強化
して早急に進めなければ
ならない。

ロボットテストフィールド内の研究棟

在宅療養支援病院として活躍する鹿島厚生病院

在
宅
医
療
の

在
宅
医
療
の早

期
推
進
を

早
期
推
進
を

南
相
馬
学
研
都
市

南
相
馬
学
研
都
市

構
想
の
提
案
を

構
想
の
提
案
を

地
元
企
業
の
維
持
・

地
元
企
業
の
維
持
・

発
展
を
目
指
す

発
展
を
目
指
す

三
世
代
同
居
・

三
世
代
同
居
・

近
居
の
推
進
を

近
居
の
推
進
を

⑤ 1 大場裕朗議員 

 
⑥ 2 高橋真議員 

 
⑦ 4 菊地洋一議員 

 
⑧ 5 大岩常男議員 

 
⑨ 15 今村裕議員 
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① 3 栗村文夫議員 
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④ 19 志賀稔宗議員 
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一
般
質
問

一
般
質
問

い
も
の
が
あ
る
。

　

今
後
、
更
な
る
情
報
交

換
や
連
携
の
強
化
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

答　

限
ら
れ
た
地
域
内
の

医
療
資
源
を
効
率
的
に
活

用
し
、
地
域
全
体
で
患
者

を
支
え
る
医
療
の
構
築
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
更
な
る

相
互
理
解
と
連
携
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

市
と
病
院
は
、
救
急

応
需
率
が
概
ね
80
％
と
奮

闘
し
て
い
る
。
一
方
で
、

別
の
急
患
対
応
や
専
門
医

不
在
に
よ
り
断
わ
る
場
合

も
あ
る
。
そ
こ
で
特
に
夜

間
は
、
か
か
り
つ
け
医
の

先
生
か
ら
の
情
報
提
供
や

派
遣
、
逆
紹
介
等
、
踏
み

込
ん
だ
取
組
み
も
必
要
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

基
幹
病
院
の
役
割
を

果
た
す
と
共
に
、
民
間
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

は
、
再
生
利
用
に
あ
た
っ

て
は
４
つ
の
前
提
が
示
さ

れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は

４
つ
の
前
提
条
件
が
満
た

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
再

生
利
用
を
実
施
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

仮
置
場
解
消
が
目
前
で
状

況
が
変
化
し
て
お
り
、
改

め
て
環
境
推
進
委
員
会
で

協
議
し
、
意
見
を
伺
い
た

い
。

問　

国
が
約
束
ど
お
り

に
、
汚
染
土
壌
の
県
外
搬

出
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

最
終
処
分
地
の
確
保
を
国

に
求
め
て
い
く
か
伺
う
。

答　

国
は
、「
２
０
４
５
年

ま
で
の
県
外
最
終
処
分
の

実
現
に
向
け
、
再
生
利

用
・
県
外
最
終
処
分
に
関

す
る
全
国
で
の
理
解
醸
成

活
動
を
抜
本
強
化
す
る
」

と
表
明
し
た
こ
と
か
ら
、

遵
守
す
る
と
考
え
る
。

問　

病
院
職
員
や
医
師
の

接
遇
に
対
す
る
不
満
の
声

が
あ
る
が
、
ど
う
捉
え
対

処
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

病
院
全
体
の
問
題
な

の
で
、
情
報
共
有
を
図
る

と
共
に
注
意
喚
起
、
再
発

防
止
に
取
組
ん
で
い
る
。

問　

年
々
、
赤
字
額
が
膨

ら
ん
で
い
る
。
診
療
科
目

全
て
で
赤
字
経
営
と
い
う

の
は
、
正
に
異
常
。
人
件

費
の
占
め
る
割
合
が
高
い

こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考

え
る
が
、
ど
う
捉
え
、
改

善
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

当
地
域
に
お
い
て
医

師
の
確
保
と
定
着
の
た
め

に
は
、
給
与
条
件
が
大
き

な
要
因
に
な
る
と
捉
え
て

い
る
。
今
般
、
経
営
診
断

を
入
れ
た
外
部
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
導
入
。
健
全
経

営
に
努
め
て
い
る
。

問　

民
間
病
院
や
診
療
所

の
医
師
か
ら
は
、
地
域
医

療
を
担
う
公
立
病
院
に
対

す
る
期
待
は
非
常
に
大
き

問　

前
桜
井
市
長
時
代

の
市
除
染
推
進
委
員
会
で

２
０
１
７
年
２
月
提
言
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
仮
置

場
の
早
期
解
消
の
た
め
の

手
段
と
し
て
、
除
去
土
壌

の
再
生
利
用
を
し
て
仮
置

場
を
早
期
に
無
く
す
と
し

て
い
る
。
汚
染
土
壌
の
搬

出
完
了
は
、
も
う
時
間
の

問
題
で
す
。
目
的
は
ほ
ぼ

完
了
し
て
い
る
の
に
、
手

段
だ
け
が
生
き
て
い
る
。

　

小
高
区
羽
倉
地
内
の
常

磐
道
盛
土
材
と
し
て
利
用

等
の
も
く
ろ
み
を
環
境
省

は
あ
き
ら
め
て
い
な
い
。

浅
い
地
下
に
負
の
遺
産
、

汚
染
土
壌
を
今
後
２
０
０

年
も
残
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
再
生
利
用
の
目
的

は
無
く
な
っ
て
お
り
、
手

段
だ
け
が
生
き
て
い
ま
す
。

再
生
利
用
は
も
う
あ
き
ら

め
ろ
と
、
市
は
明
確
に
態

度
を
明
ら
か
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

除
染
推
進
委
員
会
で

そ
の
他
の
質
問

❶�

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
感
染

の
基
本
的
取
組
同
時
並

行
で

❷�

汚
染
水
海
洋
投
棄
は
絶

対
ダ
メ
！

質問を終えて

　名医より良医。病気を見つ
け、治し、笑顔を取り戻して
いただくことが最大の使命で
ある。

今村 　裕 議員

渡部 寬一 議員

大量の遮へい土だけが残される「小高東部仮置き場」

そ
の
他
の
質
問

❶�

令
和
３
年
度
当
初
予
算

に
お
け
る
重
点
施
策
は

❷�

市
立
病
院
の
今
後
の
収

支
見
通
し
は

❸�

病
院
経
営
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習

の
機
会
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
施
設
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
市
民
同
士

の
交
流
の
場
と
し
て
も
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
高
齢
者
の
方
々

の
交
流
の
場
や
憩
い
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
い
く

よ
う
に
努
め
る
考
え
で
あ

る
。

問　

総
合
市
立
病
院
駐
車

場
の
状
態
は
劣
化
の
激
し

い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
、

駐
車
場
の
舗
装
の
確
認
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

駐
車
場
の
環
境
整
備

に
当
た
り
、
来
院
者
の
安

全
・
安
心
が
最
優
先
と
い

う
考
え
の
も
と
、
施
設
管

理
人
な
ど
が
駐
車
場
内
を

日
々
巡
回
し
て
、
不
具
合

が
見
つ
か
っ
た
場
所
に
つ

い
て
は
速
や
か
に
修
繕
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
、
現
在
利
用
し
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
は
、
旧
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
比
較
す
る

と
非
常
に
狭
く
、
不
便
な

思
い
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
開
設
当
時
か
ら
利
用

制
限
を
設
け
、
不
特
定
多

数
の
方
が
利
用
す
る
休
憩

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
も
最

低
限
の
範
囲
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
県
の
緊
急
対

策
期
間
の
終
了
に
伴
い
、

多
目
的
ホ
ー
ル
の
利
用
を

再
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
感
染
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
利
用
し
や
す

い
施
設
運
営
と
な
る
よ
う

に
努
め
る
考
え
で
あ
る
。

問　

高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
で
き
る
公

共
の
場
が
必
要
と
考
え
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
高
齢
者
の
憩
い
の
場

を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
と
活
用
に
つ
い
て

❷�

認
知
症
・
高
齢
者
等
の

安
心
・
安
全
に
つ
い
て

❸�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事

業
の
協
力
者
に
つ
い
て

大岩 常男 議員

へ
、
本
市
の
持
つ
価
値
、

魅
力
を
具
体
的
に
伝
え
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

問　

移
住
定
住
希
望
者
に

は
支
援
金
は
大
き
な
魅
力

だ
が
、
支
援
金
よ
り
も
市

の
魅
力
を
生
か
し
た
特
色

の
あ
る
取
組
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

答　

支
援
金
は
し
っ
か
り

と
行
い
た
い
が
、
そ
れ
が

全
て
で
は
な
い
。
む
し
ろ

ど
う
い
う
人
を
呼
ぶ
か
、

ど
う
い
う
人
に
住
み
や
す

い
か
、
ま
た
移
住
を
応
援

す
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
せ
る
か
と
考
え
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
移
住
を

支
援
す
る
仕
組
み
が
大

事
。
あ
る
い
は
そ
の
人
が

移
住
を
決
断
す
る
と
き
に

ど
う
魅
力
を
打
ち
出
す

か
、
そ
れ
に
加
え
て
支
援

金
の
制
度
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
れ
ら
を
積
上
げ
て

ゆ
く
。

問　

本
市
で
は
ど
の
よ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
移

住
定
住
者
を
求
め
る
の
か

伺
う
。

答　

本
市
の
移
住
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
南
相
馬
市
復
興

総
合
計
画
後
期
計
画
を
踏

ま
え
、
現
在
、
移
住
に
係

る
中
期
戦
略
を
策
定
す
る

中
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
、
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
が
地
域
の

価
値
、
魅
力
を
創
出
し
磨

き
上
げ
る
も
の
、
企
業
誘

致
や
創
業
支
援
を
は
じ
め

産
業
振
興
策
、
あ
る
い
は

教
育
環
境
整
備
や
子
育
て

支
援
策
の
充
実
な
ど
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
進
学
や
就
職

等
で
本
市
を
離
れ
た
本
市

出
身
者
や
、
本
市
の
復
興

に
関
わ
る
方
々
、
あ
る
い

は
震
災
と
原
発
事
故
に
よ

り
失
わ
れ
た
ま
ち
の
機
能

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
方

や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方
な
ど

そ
の
他
の
質
問

❶�

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

❷�

移
住
定
住
事
業
の
取
組

体
制
は

❸�

移
住
者
へ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は

菊地 洋一 議員

質問を終えて
　「住みやすいまち南相馬」をつく
り、移住定住者を増やしましょう！

質問を終えて
　高齢者等の生活に安
心・安全なゆとりのある
生活環境を目指して。

質問を終えて
　３月２６日、環境省は常磐道
工事盛土材に利用することを
「あきらめた」と表明しました。

南
相
馬
市
の
移
住

南
相
馬
市
の
移
住

定
住
策
に
つ
い
て

定
住
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
の

公
共
施
設
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

有
効
活
用
に
つ
い
て

多目的施設　ゆらっと

市
立
病
院
の
経
営

市
立
病
院
の
経
営

改
善
、
急
務　　

改
善
、
急
務　　

汚
染
土
壌
再
生

汚
染
土
壌
再
生

利
用
は
目
的
失
う

利
用
は
目
的
失
う

！！！！

南相馬市立総合病院　全景 ようこそ、南相馬市へ
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一
般
質
問

答　

大
き
な
流
れ
で
言
う

と
、
自
然
動
態
で
こ
こ
10

年
位
400
～
500
人
ず
つ
減
っ

て
い
る
傾
向
と
、
社
会
動

態
で
20
年
で
約
400
人
近
く

毎
年
減
っ
て
い
て
両
方
と

も
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ

り
、
い
か
に
減
る
量
を
少

な
く
し
て
い
く
の
が
大
事

と
思
っ
て
い
る
。

問　

公
約
で
は
、
小
高
区

に
お
け
る
入
院
機
能
を
再

開
し
ま
す
と
し
て
い
る

が
、
実
行
評
価
を
伺
う
。

答　

１
年
以
内
に
入
院
再

開
で
き
る
か
と
聞
か
れ
れ

ば
、
出
来
な
い
の
は
明
確

で
あ
る
。
方
向
性
が
示
せ

た
の
は
一
つ
の
進
歩
だ
。

問　

市
長
の
公
約
が
あ
っ

た
か
ら
必
要
な
医
師
が

去
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

公
約
の
心
配
ま
で
し

て
い
た
だ
き
恐
れ
入
る
が

公
約
実
現
に
努
力
す
る
。

問　

令
和
２
年
12
月
定
例

会
で
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
の
状
況
に
つ
い
て
危

機
的
状
況
と
指
摘
し
、
実

態
を
確
認
し
た
が
、
市
長

と
し
て
今
後
人
口
を
ど
の

程
度
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

答　

本
市
の
年
間
死
亡
者

数
は
800
人
を
上
回
り
、
出

生
数
は
300
人
台
に
留
ま
っ

て
い
て
、
毎
年
500
人
以
上

の
自
然
減
が
生
じ
て
い
る
。

い
か
に
人
口
減
少
の
進
み

具
合
を
抑
制
す
る
か
が
課

題
で
、
令
和
３
年
度
か
ら

少
子
化
対
策
に
重
点
的
に

取
り
組
み
、
人
口
減
少
の

主
な
要
因
の
自
然
減
の
改

善
を
目
指
す
。

問　

全
国
で
下
が
っ
て
い

る
中
で
横
ば
い
だ
け
で
も

大
変
と
思
う
が
、
そ
の
目

標
値
に
つ
い
て
伺
う
。

そ
の
他
の
質
問

❶�

市
長
の
３
年
間
の
市
政

執
行
に
つ
い
て

❷�

本
市
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

平
等
推
進
に
つ
い
て

❸�

「
読
書
の
力
」の
県
推
進

計
画
と
市
の
計
画
策
定

小川 尚一 議員

進
め
る
の
か
伺
う
。

答　

解
体
撤
去
費
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
閉
校
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
解
体
費
用

に
つ
い
て
は
、
賠
償
の
対

象
と
す
る
よ
う
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

自
力
避
難
が
困
難

な
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
、
災
害
の
た
び
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
市
と
し
て
、
災
害

弱
者
の
避
難
を
ど
う
進
め

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

介
護
支
援
専
門
員
や

相
談
支
援
専
門
員
の
協
力

を
得
て
、
個
別
に
具
体
的

な
行
動
に
結
び
つ
け
る
よ

う
、
進
め
て
い
る
。

問　

小
高
区
内
の
閉
校
し

た
福
浦
小
学
校
、
金
房
小

学
校
、
鳩
原
小
学
校
の
仕

様
目
的
及
び
利
活
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
う
。

答　

市
と
し
て
は
、
活
用

策
を
検
討
し
、
活
用
が
見

込
め
な
い
場
合
は
、
次
に

民
間
事
業
者
に
よ
る
活
用

を
進
め
る
考
え
で
あ
り
、

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

３
回
会
議
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
施
設
の
耐

震
性
の
有
無
や
、
一
体
的

な
利
用
を
優
先
す
る
な
ど

の
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

３
小
学
校
の
中
で
も

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

解
体
撤
去
を
前
提
に
土
地

の
利
活
用
を
し
て
行
く
方

向
で
す
が
、
今
後
解
体
に

向
け
て
と
い
う
形
に
な
れ

ば
、
市
と
し
て
予
算
の
捻

出
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

そ
の
他
の
質
問

❶�

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取

組
に
つ
い
て

❷�

公
園
の
有
効
利
用
と
維

持
管
理
に
つ
い
て

❸�

小
高
区
内
行
政
区
の
維

持
・
再
編
に
つ
い
て

竹野 光雄 議員

質問を終えて
　新型コロナウイルスのワクチン
接種により感染防止となり、早期
収束を願う。

質問を終えて
　公約の小高区の入院機能、
中学生の海外研修、鹿島区限
定の10億円基金の成果は？

小
高
区
閉
校

小
高
区
閉
校

３
小
学
校
に
つ
い
て

３
小
学
校
に
つ
い
て

市
長
公
約
は

市
長
公
約
は

実
現
で
き
た
か

実
現
で
き
た
か

⑩ 18 渡部寬一議員 

 
⑪ 16 竹野光雄議員 

 
⑫ 17 小川尚一議員 

 

⑩ 18 渡部寬一議員 

 
⑪ 16 竹野光雄議員 

 
⑫ 17 小川尚一議員 

 

委常 員任 会 審 査閉 会 中

　

旧
相
馬
地
方
食
肉
セ

ン
タ
ー
は
昭
和
40
年
に

運
用
開
始
、
平
成
12
年

に
事
業
廃
止
と
な
り
令

和
2
年
に
相
馬
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
か
ら

南
相
馬
市
へ
無
償
譲
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
は
老
朽
化
や
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
使
用
で
き
る
状
態
で

は
な
い
こ
と
か
ら
取
り
壊
し
と
な
り
、

土
地
は
入
札
等
に
よ
り
売
却
と
な
る

予
定
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
鹿
島
区
千
倉
体
育
館
駐
車
場

に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
で
は「
女

性
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
が
少
し
狭
い

の
で
は
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
指
定
管
理
者
も
決
定
し
、
有

効
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
現
地
調
査

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
議

場
に
て
現
在
の
対
策
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
で
は
、
来

校
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
の
指
導
等
、
徹
底
し
た
感
染
防
止

対
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
行

事
に
つ
い
て
は
、
時
間
の
短
縮
や
換

気
、
入
れ
替
え
制
等
の
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
学
び
の
保
障
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

次
に
市
立
病
院
で
は
、
敷
地
内
に

発
熱
等
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
を
設
置
し
、

市
内
医
療
者
に
対
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

説
明
会
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
健
康

管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
院
内
ク
ラ

ス
タ
ー
を
出
さ
な
い
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　

原
ノ
町
駅
前
広
場
整

備
の
状
況
及
び
JR
東
日

本
と
連
携
し
た
観
光
施

策
の
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
工

事
の
完
成
は
令
和
４
年

12
月
の
予
定
。
そ
れ
ま

で
の
期
間
設
置
さ
れ
る
、
駅
東
の
市

営
臨
時
駐
車
場
は
問
題
な
く
運
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

北
泉
海
浜
総
合
公
園
で
は
、
隣
接

地
に
建
設
中
の
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

の
状
況
と
来
訪
者
の
利
便
性
や
安
全

性
の
確
認
を
行
い
、
ま
た
海
資
源
を

活
用
し
た
観
光
施
策
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
観
光
客
が
減
少
し
て
い

る
た
め
、
海
水
浴
場
開
設
期
間
以
外

に
も
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
た
上
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
複
数
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

総務生活常任委員会総務生活常任委員会

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

建設経済常任委員会建設経済常任委員会

災
害
弱
者
の
避
難
へ
の
取

組
に
つ
い
て

解体予定の小高区福浦小学校体育館

人
口
減
少
の
認
識
と
取
り

組
み
に
つ
い
て

公
約
の
実
効
性
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
閉
会
中
審
査
・
３
か
月
間
の
議
会
活
動

「
旧
相
馬
地
方
食
肉
セ
ン

タ
ー
等
の
現
況
調
査
」

「
市
内
小
中
学
校
お
よ
び
市
立
病

院
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況
調
査
」

「
原
ノ
町
駅
前
と
北
泉
海
浜

総
合
公
園
周
辺
の
状
況
調
査
」

　
月
定
例
会
後
か
ら
３
月
定
例
会

ま
で
の
議
会
活
動
に
つ
い
て

令
和
３
年

１
月
13
日
広
報
特
別
委
員
会（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

１
月
15
日
広
報
特
別
委
員
会（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

１
月
19
日
広
報
特
別
委
員
会（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

１
月
27
日
議
会
運
営
委
員
会（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

議
会
全
員
協
議
会（
市
役
所
４
階　

議
場
）

１
月
29
日
総
務
生
活
常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
活
動

（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
活
動

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

２
月
12
日
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
閉
会
中
調
査
活
動

（
市
役
所
４
階　

議
場
）

２
月
22
日
議
会
全
員
協
議
会（
市
役
所
４
階　

議
場
）

２
月
26
日
議
会
運
営
委
員
会（
市
役
所
４
階　

議
員
控
室
）

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
市
役
所
４
階　

委
員
会
室
）

３
月
３
日
３
月
定
例
会　

開
会

３
月
26
日
３
月
定
例
会　

閉
会

公約

一 般 質 問一 般 質 問 タイトル下のQRコードを読み取ると、質問者の動画
を視聴できます。（６月上旬まで視聴可）
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